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初めてのふくしまっこキャンプで

 わたしは、2014 年“ふくしまっこキャンプ”

に初めてお手伝いとして参加させて頂きまし

た。

 どの様に子供達と接して良いのか右も左もわ

からず子供達に翻弄させられっぱなしでした

が、終ってみると疲れよりも子供達から元気

と若さをもらい、楽しかったという思いが強

く「またお手伝いに参加したい」と思い 2015

年から 3 回目のウィンターキャンプの参加と

なりました。　

　毎年、開催日の天候が心配されております

が、今年は前日に春一番が吹き当日は少し気

温が下がりましたが極寒の御殿場という事も

なく、さらに 晴天に恵まれ、“ふくしまっこ

キャンプ”以来、外でグラウンドを楽しそう

に走り回る子供達を久しぶりに眺めることが

出来ました。その為か、いつもより就寝時間

になった時、殆どの子供が部屋へ戻っておや

すみして、残った子供数人も程なく部屋に戻

りました。

 こどもたちへの接し方は

　昼間キッチリ元気いっぱい活動して早寝早

起きする。自分が子供だった頃はこんな感じ

おやつ作り /デザートピザ

ウインターキャンプに参加して

日産テクノ労組

矢野 秀幸

で遊んだりしていた事を思い出します。又、

専門に日々学んでいらっしゃる明星大学の学

生さん達の子供達への接し方は、臨機応変に

一人ひとり隅々まで合わせてサポートされて

いて、いつも感心させられます。

こどもお風呂 Help で

　今回、個人別行動予定表を配布され、目を

通すと屋外活動の後に“こどもお風呂 Help”

という項目が有りました。そこで、開会式が

始まる前に予め防寒ズボンの中に短パンを穿

いて準備しておりました。外で使用した防寒

ズボンを脱ぎ、お風呂場で短パンで対応して

いた途中、学生 OB さんが子供のいたずらで服
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ウインターキャンプ２０１７実施概要とスケジュール

１日目

11:45 ～ 随時集合／昼食

13:30 開会式プログラム～ Relax&Enjoy ～

14:30 おやつ作り (アイスクリーム＆デザートピザ）／当日班プログラム

　　　　大人のプログラム

　　　　～スリットドラムの工作 /音楽ワークショップ～

17:00 子ども入浴

18:30 子ども夕食 /大人入浴～夕食随時　

19:40 夜のプログラム～ねむる～

20:00 大人懇談会（星山先生のおはなし）

22:00 実行委員会 /大人懇親会

２日目

07:00 起床

08:00 朝食

09:00   集合写真

　　　　運動プログラム～六輪ピック～

11:00　 工作プログラム～今の良き思い出～

12:20 昼食

13:30 閉会式プログラム～ OPEN THE DOOR ～

14:30 解散

主催　　　日産労連

　　　　　NPO 法人日産労連 NPO センターゆうらいふ 21

　　　　　明星大学星山ゼミ

　　　　　公益財団法人国際障害者年ナイスハート基金

実施主体　ウインターキャンプ 2017 実行委員会

協力　　　NPO 法人土に還る木・森づくりの会

　　　　　NPO 法人自立支援センター歩歩路

　　

日程　　　平成 29 年 2 月 18 日（土）～ 19 日 ( 日 )

会場　　　ゆうらいふ御殿場（静岡県御殿場市）

参加者　　２５家族　７４名

　　　　　おとな３７名　こども３７名

実行委員　明星大学４８名／日産労連１５名

　　　　　歩歩路４名／ナイスハート基金２名

          看護師１名

参加者合計 １４４名

のままお湯をかけられてしまいました。濡れ

たまま館内を歩く事が出来ない為、短パンを

被水した人へ渡し、2 重に穿いていたズボン

が役に立って良かった～と。

　その様な感じで、子供達を看ている彼等が

活動しやすい様に、火起こしや進行するプロ

グラムの準備や片付け等の裏方としてお手伝

いさせて頂きました。

忘れ物発表会 (？ )で

　二日目の朝、いつも富士山のご機嫌を窺っ
夜プログラム /紙芝居

て撮影する集合写真でも、例年通り今年もキ

レイに収まり、二日間 ゲー

ムや工作を交えて子供たち ･ 親御さん ･ 実行

委員、みんなで楽しく過ごす事が出来て良かっ

たと思います。

　最後の最後でちょっとしたお楽しみは、忘

れ物発表会 ( ？ ) で、恥ずかしそうに引取り

にいく光景…反面、“明日は我が身”という引

締められる気持ちも戻ってきます。近所の子

供たちと遊ぶときの参考になります。

毎年、楽しい二日間 ありがとうございます。

ウインターキャンプ２０１７実施概要とスケジュール

当日班プログラム
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ウインターキャンプに参加して

明星大学教育学部

水野 菜月

　ウィンターキャンプの最近は雪ではなく晴

の年が続いており、そろそろ雪の年ではない

かと言われていました。絶対に晴れがいいと

思いながらも、その反面、子どもたちは雪の

ほうが楽しいかなあと考えながら天候にドキ

ドキし、毎日天気を調べていました。前日に

雨が降り、外で遊べなくなるのではないかと

いう心配もありましたが、1 日目は曇り、２

日目は晴天という天候で、２日目は富士山が

とても綺麗に見えた年になりました。そんな

中、大きなケガ・事故もなく、無事にウィンター

キャンプ 2017 を終えることが出来ました。

　学生のミーティングは９月から始まりまし

たが、なかなか集まらないという波乱の幕開

けでした。今までとは違い学生の意識に差が

ある中、それでも毎週のミーティングに取り

組んできました。人が来ない、それでも進め

なくてはいけないミーティング。皆が戸惑い、

なかなかプログラムを詰め切れない日々が続

きました。それでも当日の子どもたちの姿を

想像しながら一生懸命考え、ようやく納得の

いくプログラムが完成しました。

　不安の中始まったウィンターキャンプ１日

目。今年は開会式の前に約 20 分間の話合いの

時間を取りました。グループ毎に家族で話し、

担当の学生を知ることでご家族の方は安心し

て引き渡しが出来たのではないかと思ってい

ます。

　当日班プログラムでは、風があり寒い中、

外でおやつ作りをしました。アイスクリーム

とシャーベットの材料を筒に入れ、皆で蹴っ

たり投げたりと、最後まで汗をかくくらい夢

中になって遊んでいました。２つあったこと

で、輪に入れない子どもも担当の学生やボラ

ンティアさんと一緒に遊んでいる姿も見るこ

とが出来ました。筒を開けた時の歓声がとて

も大きく、キャンプだからこそできたおやつ

作りになったのではないかなと思います。

　新しい試みとして、お風呂の時間にお話し

の会を設けました。開会式前の 20 分間では話

したりないことや 1 日目の子どもの様子を伝

えることができ、学生にはもちろん保護者の

方の安心感につながる時間になったのではな

いでしょうか。

　夜プログラムでは、ランタンがとてもキレ

イで、子どもたちからとても好評でした。部

夜プログラム／ランタン
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屋に戻ってからもランタンが部屋に欲しいと

いう声があり、何度か届けました。それぐら

い素敵なランタンだったと思います。ロビー

を暗めにして行ったので、眠りに入りやすい

プログラムでした。

　予想以上に子どもたちが寝るのが早く、勝

手に楽しかった 1 日だったのかなと思ってい

ます。不安と緊張の中始まりましたが、おや

つ作りをきっかけに皆が楽しそうで笑顔がた

くさんの 1日目でした。

　2 日目は、富士山がとてもキレイに見え、

写真撮影から始まりました。

　運動プログラムでは、３つの種目を子ども

たち同士で、家族で、全員が楽しめたものだっ

たのではないかと思います。サイコロ Go の時

には、お母さんやお父さんが子どもたちの頑

張っている姿をカメラに収めているのがとて

も微笑ましかったです。

　工作プログラムは、家族で作りました。子

どもたちが夢中で作っており、完成したもの

を嬉しそうに見せてくれました。思い出きら

きらボトルを作る時間でしたが、ロケットを

作っている子どもの姿もありました。想像力

が本当に豊かでどれも素敵な作品ばかりでし

た。

　閉会式では、２日間の中の一番の思い出を

紙に描いてもらいました。アイスクリームの

絵や学生と遊んだときの一コマなど、思い思

いに文章や絵で表現していました。「楽しかっ

たよ」と言いながら文章や絵を見せてくれる

子が多く、笑顔があふれている時間でした。

　最後のキャンプは楽しいこともありました

が、それよりも大変なことばかりで、終わっ

た時には「やっと解放される」と一番に思っ

たのが率直な感想です。それでも、この２日

間を通してたくさんの笑顔が見られたこと、

「楽しかった」の言葉が聞こえたこと、とても

嬉しく、半年間頑張って良かったなと思いま

す。“笑顔”と「楽しかった」の言葉で、夏か

ら始まったこの半年間の準備期間の辛さを一

瞬で忘れさせ、幸せな気持ちになれるのだと

知りました。

　このキャンプに参加したすべての人に、新

しい関係性が生まれたら幸いです。学生同士・

参加者同士・スタッフ同士など新たな関係性

がこれからも続きますよう願っております。

　最後に、ウィンターキャンプ 2017 を企画・

運営する中で、ナイスハート基金、日産労連、

星山先生、NPO 土に還る木・森づくりの会、

OBOG の方など多くの方々に支えて頂き、キャ

ンプ本番直前まで本当にご迷惑をおかけしま

した。こんなにも多くの方に支えられ、スタッ

フ一丸となって出来るキャンプはそうないと

思います。それほど、たくさんの方に支えら

れ出来ていると感じたキャンプでした。２日

間、たくさんの笑顔が見られたのも、大きな

ケガや事故がなく終われたのも、最後までお

力添えして頂いたおかげです。ウィンターキャ

ンプ 2017 に関わったすべての皆様に心から感

謝申し上げます。本当にありがとうございま

した。

屋に戻ってからもランタンが部屋に欲しいと

運動プログラム／大玉送り

工作プログラム /思い出きらきらボトル作り
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平成 29 年度ナイスハート基金事業計画
平成２９年度
事業計画

１．ふれあいの広場事業

（１） ふれあいのスポーツ広場の実施

 障害のあるなしに関わらず、軽スポーツを通じ、共

に楽しみ、交流することを目的とし、当基金設立時

より実施している事業です。

 平成４年度以降は「全日本自動車産業労働組合総連

合会（自動車総連）」より物心両面にわたるご支援を

いただきながら、全国的に展開しております。昨年

度には開催地域も全国４１会場までに拡大し、初め

て新潟県において開催することができました。障害

の種別や程度でなるべく影響の少ないプログラムと

して、ユニバーサルスポーツをキーワードに、各種

スポーツ団体や障害者スポーツの研究者との検討に

より、多くのプログラムを創造し、実施しております。

 現在、日本福祉大学教授の藤田紀昭先生を中心とす

る大学生のみなさんに、独自のユニバーサル・スポー

ツプログラムを提供いただき、実施すると共に、公

益社団法人日本エアロビック連盟、日本障害者フラ

イングディスク連盟、仙台大学障害者スポーツサポー

ト研究部 Co-Act. のみなさまに、ユニバーサルなプ

ログラムを提供いただいております。

実施時期 平成２９年４月～平成３０年３月

開催地域 北海道、青森、岩手、秋田、宮城、福島、栃木、

群馬、茨城、埼玉、千葉、東京、神奈川、山梨、新潟、

富山、石川、長野、岐阜、静岡、愛知、三重、滋賀、

京都、大阪、兵庫、和歌山、鳥取、島根、岡山、広島、

山口、香川、愛媛、福岡、佐賀、熊本、大分、宮崎、

鹿児島、沖縄

開催数 全国４１会場（予定）

共催 全日本自動車産業労働組合総連合会

後援 (予定 ) 内閣府、スポーツ庁、開催都市他

（２） ノンバーバル ・ コミュニケーション ・ ワークショップ

の実施

　障害の有無に関わらず、お互いが尊重し合えるた

めのコミュニケーションのあり方について学ぶ場と

して、ノンバーバル（非言語）によるコミュニケーショ

ンについて学ぶ場づくりをいたします。

　平成２９年度については、平成２８年４月の熊本

地震の被災地である熊本県内の特別支援学校、障害

者施設を中心とした子どもたちに体験いただきなが

ら、指導者に対して理解を広げる活動を行って参り

ます。

実施時期 平成２９年９月

対象者 特別支援学校の子どもたち、教職員、ボラン

ティア等

ファシリテーター：

 庄﨑隆志（office 風の器主宰 ･俳優 ･演出家）

 メイミ（漫談家 ･NPO 法人笑顔工場理事長）
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２. 開発、普及及び育成事業

（１） ユニバーサルスポーツのプログラム開発ワーク

ショップの実施

 当基金が設立以来、実施を重ね開催規模を広げてい

る「ナイスハート・ふれあいのスポーツ広場」事業

では、多くの障害者スポーツに関わる指導者の助言

や協力のもと、従来にない新たな競技を開発し、プ

ログラムとして提供してまいりました。日本福祉大

学スポーツ科学部教授である藤田紀昭先生が、学生

のみなさんと協議を重ね開発してきたプログラムで

す。

　過去３年にわたり、ユニバーサルなスポーツ競技

の新たなプログラムを開発することを目的として、

東日本大震災の被災地である、福島県、宮城県内及

び愛知県内においてワークショップを行い、屋外活

動が制限されている地域において、室内で楽しむこ

とのできる競技開発をテーマに開催いたしました。

今年度は、2 回目となる福島県内において実施し、

障害のある子どもとそのご家族を対象として、スポー

ツを楽しむことのできるプログラムづくりをテーマ

に開催いたします。

実施時期 平成２９年９月４日(月)～９月６日(水)

の３日間

会場 福島県内の特別支援学校等

対象者 教育・福祉・体育の専門職員及びその学習を

している学生等

（２） 各事業報告書の発行

　障害のあるなしに関わらず、共に楽しむことので

きる手法で、様々な事業展開をしている中で、その

考え方や手法を、多くの方に知っていただき、様々

な活動の中で取り組んでいただけるよう、報告書と

して整理し配布いたします。

刊行時期 平成３０年３月

発行部数 当基金ホームページにおいても掲示。無償

配布。

（３） ニュースレターの発行

　当基金が設立以来、事業活動の基礎とし周知に務

めている障害のあるなしに関わらず共に楽しみ、取

組ながら相互理解を深めていくための「ふれあいの

広場」事業を、その理念や活動内容、プログラムの

手法などの情報を掲載した機関紙「ないすはあと」

を年 4回発行し、多くの方々にこの活動の理念を知っ

ていただくため、内容の充実に努めていきます。

発行月 ６月、９月、１２月、３月

発行数 各２，０００部。当基金ホームページにおい

ても掲示。無償配布。

内容 ふれあいの広場事業に関わるプログラム内容、

手法、実施の状況等

３. 調査研究事業

（１） ユニバーサルスポーツプログラム研究会の実施

 新たな取組として、「ふれあいのスポーツ広場」で

実施している、ユニバーサルなスポーツプログラム

をより深化させ、同様な取組を行っている様々な立

場の指導者の相互研究の場として研究会を組織化し、

プログラムづくりと指導者交流の場として位置づけ

ます。

　研究会での調査・討議内容は、報告書として刊行し、

広く周知すると共に、理解者を広げ障害のあるなし

に関わらず共に取組ことのできるプログラムの裾野

を広げてまいります。

（２） ユニバーサル音楽ワークショップ研究会の実施

　「ユニバーサル音楽ワークショップ」で生まれた課

題や、新たな手法を研究し、ワークショップという

手法の有効性を確認しながら、新たなプログラムの

枠組みを検討していくために、研究会を組織し、専

門家を交えて検討してまいります。

研究会での調査・討議内容は、報告書として刊行し、

広く周知すると共に、理解者を広げ障害のあるなし

に関わらず共に取組ことのできるプログラムの裾野

を広げてまいります。
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ナイスハートなご支援をありがとうございました

自動車総連の皆様の心強いご支援により全国各

地にて展開している「平成２９年度ナイスハート・

ふれあいのスポーツ広場」は、４月より上半期の

開催を迎えます。現在２０会場を予定しております。

№ 開催地 日程 会場

1 宮城 4月 15 日 ( 土 ) 仙台市青葉体育館

2 宮崎 4月 17 日 ( 月 ) 延岡市民体育館

3 栃木 5月 13 日 ( 土 ) わかくさアリーナ

4 香川 5月 17 日 ( 水 ) 善通寺市民体育館

5 富山 5月 20 日 ( 土 ) 富山市八尾スポーツアリーナ

6 広島 5月 20 日 ( 土 ) 広島市東区スポーツセンター

7 岩手 5月 22 日 ( 月 ) 奥州市総合体育館 Zアリーナ

8 長野 5月 27 日 ( 土 ) 東御中央公園第一体育館

9 群馬 5月 27 日 ( 土 ) 群馬県勤労福祉センター

10 京都 6月 4日 (日 ) 京都市障害者スポーツセンター

11 福岡 6月 5日 (月 ) 福岡市民体育館

12 岐阜 6月 7日 (水 ) わかくさ ･プラザ

13 山口 6月 11 日 ( 日 ) ソルトアリーナ防府

14 茨城 6月 13 日 ( 火 ) 水戸市総合運動公園体育館

15 兵庫 6月 14 日 ( 水 ) ベイコム総合体育館

16 福島 6月 17 日 ( 土 ) 須賀川アリーナ

17 石川 6月 19 日 ( 月 ) いしかわ総合スポーツセンター

18 愛媛 6月 21 日 ( 水 ) ツインドーム重信

19 鹿児島 6月 26 日（月） 鹿児島市民体育館

20 岡山 7月 23 日 ( 日 ) 倉敷市水島緑地福田公園体育館

ふれあいのスポーツ広場上半期の開催日程

当基金が事業を行うための運営資金とし

て、寄付金と賛助会員の会費が重要です。よ

り多くの方々が趣旨をご理解いただき、ご

厚志を賜りますようお願い申し上げます。

■賛助会員　賛助会員会費　1口　１万円

12 月から 2月までの間にご厚志をいただいたみなさま

（順不同／敬称略）

【賛助会員】ワークセンター栗の木様、岩佐浩一様

【寄附金】

野口曻兵様、高良明枚様、(特非 )フレンズ様

【特定寄附金】野口曻兵様


